
エネルギーから経営を支える省エネ戦略情報誌

～“最新省エネつうしん”の創刊にあたってのご挨拶～
弊社田中工業は、1963年（昭和38年）埼玉県比企郡鳩山町に建設業として創業し、今年で52年目を迎えま
した。創業以来、主に官公庁の土木工事、建築工事の設計・施工に携わってきました。
近年では太陽光発電所の建設を始めとした「再生可能エネルギー事業」に取り組むと共に、各企業様のエネ
ルギーコスト削減を図るため、照明、空調、熱源設備などの「省エネルギー事業」に取り組んでいます。
昨今の東日本大震災以後、省エネ法や温対法の改正により、エネルギー使用の削減対策が厳しく求めら
れ、施設の管理や省エネ対策への取り組みが企業の戦略上の重要な課題になっていると存じます。
弊社は、「エネルギーコストの削減」「省エネ補助金の活用」の様々な情報を発信して、各企業様に貢献して
参ります。是非、貴社設備の運用改善、投資改善にご活用下さい。 代表取締役社長

田中 歳光

～田中工業が発行する環境エネルギーコスト削減につながる「省エネ戦略情報誌」～

ご挨拶

最も狙いやすい

〒350-0321 埼玉県比企郡鳩山町大字赤沼447番地 ＴＥＬ：049-296-2191 FAX：049-296-1625
田中工業のHPはコチラから⇒ http://www.tanaka-kougyo.com/

＜担当＞
環境開発部

田中

〒350-0321 埼玉県比企郡鳩山町大字赤沼447番地
TEL:049-296-2191 FAX:049-296-1625

今年も非常に汎用性が広く、様々な設備更

新に対して採択されています！また、例年ど

おり照明、空調の採択件数が多い傾向にあり

ます。照明、空調はほかの設備と異なり、設

備更新による省エネ率が高く、費用帯効果も

高いため通りやすいのです。次にインバー

ター設備や冷凍冷蔵設備が多い状況です。

ほかにもボイラーやコンプレッサー、成型機、

炉などの工場でしかない設備更新でも補助

金がどんどん採択されています！

来年、設備更新をお考えであれば省エネ補

助金を狙っていくチャンスです！毎年、同時

期に公募開始になる補助金ですので確実に

狙っていきましょう！弊社でも補助金獲得の

サポートをしています！ぜひご相談ください！

平成27年の省エネ補助金の採択結果は以下の通り！

※経済産業省から公募された省エネ補助金
※採択割合とは、1,332件中各設備ごとにどれだけの採択割合があったかを掲載

省エネ・コスト削減のことなら何でもご相談ください！
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※全採択件数1,332件
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◆◇◆ お客様お問い合わせ記入欄 ◆◇◆
今回の記事内容に関しまして、ご質問・ご不明な点などございましたら、

下記ご記入の上、ＦＡＸして頂くか、電話にてお問い合わせ下さい。

□ 補助金２０１５最新レポートがほしい

□ 補助金についての詳しく解説してほしい

お名前

貴社名

ご住所 〒

電話番号

担当：環境開発部 田中

ＦＡＸでご返送ください！

【工場・事業場単位】 【設備単位】

補正予算額 ４１０億円

補助対象経費 設備購入費 ＋ 設計費 ＋ 工事費等 設備購入費のみ

補助率
①省エネ設備導入、②電力ピーク対策 １／３以内

１／３以内
③エネマネ事業者を活用する場合 １／２以内

補助金上限・下限
上限：50億円（１申請あたり）
下限：100万円（１申請あたり）

上限：1.5億円（１事業者あたり）
下限：50万円（１事業所あたり） ※申請は１回限り

対象単位 工場・事業場単位 設備単位

省エネに
関する要件

①事業場全体での省エネルギー率が１０％以上
②ピーク対策効果率が５％以上

③事業場全体での省エネルギー率が１０％以上

最新モデルかつ、旧モデルと比較して年平均１％以
上の省エネ性能の向上が確認できる機器等。
(※性能証明書の発行が可能な最新モデル)

申請期間 6月中旬～ 1ヶ月程度

性能証明書の発行 必要なし 必要

申請の難易度 従来の省エネ補助金と同じく申請書類の作成が大変 性能証明書が発行できれば、申請自体は簡単

経産省が公表している概算要求と過去の公募内容から下記の内容で公募される可能性が高いと考
えられます！今回の注目ポイントは、「設備単位」での申請が可能なことです！平成26年度の補正
予算Ａ類型の内容と同様な条件で公募される可能性があります。 ※下記、赤字参照

来年度の補助金が平成26年度の補正予算Ａ類型と同様な条件で公募される可能性が
高いことから平成26年度の補正予算の採択内容も解説します！

分類 設備
性能証明書
発行件数

割合

電気設備

生産･製造設備 3,323 70.4%

インバーター制御装置 242 5.1%

高性能油圧ユニット 177 3.7%

熱利用設備 省エネルギー型乾燥装置 143 3.0%

照明設備 LED照明器具 316 6.7%

左記は、性能証明書を発行した4,723件中
100件以上性能証明書が発行された設備と
なります。生産設備（モータ関連）が最も多く、
次いでコンプレッサー等のインバーター設
備の件数が多い状況にあります。通常であ

れば、狙いづらい生産設備の更新にも補
助金を活用できるチャンスです！

過去の採択結果と来年度の補助金情報を
分かりやすくまとめた

“補助金2015最新レポート”
無料進呈！

省エネ補助
金最新レポー

ト

～御社の設
備投資にご活

用下さい！～

来年の省エネ補助金最新情報！

これらの補助金を狙っていきましょう！


